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◆
協
議
案
件

　

協
議
項
目
と
し
て
、
1
件
の
議
案
と

5
件
の
協
議
案
件
を
提
案
し
ま
し
た
。

議
案
第
6
号

◎
平
成　

年
度
新
居
浜
市
・
別
子
山
村

14

合
併
協
議
会
第
1
号
補
正
予
算
に
つ

い
て

　

平
成　

年
度
新
居
浜
市
・
別
子
山

14

村
合
併
協
議
会
第
1
号
補
正
予
算
は
、

次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

　

一　

歳
入
予
算
の
款
項
の
区
分
及

び
当
該
区
分
ご
と
の
金
額
は
、
別
紙

「
平
成　

年
度
新
居
浜
市
・
別
子
山

14

村
合
併
協
議
会
第
1
号
補
正
予
算

書
」
に
よ
る
。

　

平
成　

年
度
に
合
併
協
議
会
に
対

14

す
る
県
の
新
し
い
補
助
制
度
が
創
設

さ
れ
た
た
め
、
歳
入
予
算
に
つ
い
て

補
正
を
行
い
ま
す
。

◎
提
案
の
と
お
り
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

協
議
第　

号
40

◎
各
種
事
務
事
業
（
障
害
者
福
祉
事
業
）

の
取
扱
い
に
つ
い
て

　

障
害
者
福
祉
事
業
に
つ
い
て
は
、

合
併
時
に
新
居
浜
市
の
制
度
に
統
一

す
る
も
の
と
す
る
。

　

障
害
者
福
祉
事
業
に
つ
い
て
は
、

ほ
と
ん
ど
が
国
、
県
の
事
業
で
両
市

村
と
も
同
一
の
内
容
で
あ
る
か
、
又

は
新
居
浜
市
の
み
に
あ
る
も
の
で
す
。

別
子
山
村
に
と
っ
て
は
心
身
障
害
者

福
祉
金
に
つ
い
て
は
不
利
に
な
り
ま

す
が
、
そ
の
他
の
事
業
で
利
用
で
き

る
サ
ー
ビ
ス
の
種
類
が
増
え
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

◎
提
案
の
と
お
り
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

協
議
第　

号
41

◎
各
種
事
務
事
業
（
保
健
事
業
）
の
取

扱
い
に
つ
い
て

一　

保
健
事
業
に
つ
い
て
は
、
合
併
時

に
新
居
浜
市
の
制
度
に
統
一
す
る
も

の
と
す
る
。
た
だ
し
、
別
子
山
村
の

健
康
相
談
事
業
、
乳
児
相
談
事
業
及

び
新
生
児
訪
問
事
業
に
つ
い
て
は
、

当
面
、
現
行
ど
お
り
と
す
る
。

二　

別
子
山
村
の
地
域
医
療
体
制
の
整

備
に
つ
い
て
は
、
医
師
会
等
と
の
調

整
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

1　

健
康
相
談
事
業
、
乳
児
相
談
事

業
及
び
新
生
児
訪
問
相
談
事
業
に

つ
い
て
は
、
別
子
山
村
の
保
健
師

が
引
き
続
き
行
う
こ
と
が
可
能
で

あ
る
た
め
、
現
行
ど
お
り
と
し
ま

す
。
そ
の
他
の
保
健
事
業
に
つ
い

て
は
、
新
居
浜
市
の
制
度
に
統
一

し
ま
す
。

2　

別
子
山
村
は
無
医
村
で
あ
る
た

め
、
毎
月
福
祉
通
院
バ
ス
を
運
行

第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第
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平
成　

年
8
月　

日
、
新
居
浜
市
役
所
6
階
全
員
会
議
室
に
お
い
て

14

30

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

摘　　要計補正後補正前項款

市村負担金
　新居浜市　7,500
　別子山村　5,500

13,000△ 2,00015,0001 負担金1負担金

愛媛県合併協議会運
営費補助金

2,0002,00001 国県補助金2国県補助金

15,00015,000歳入合計

平成 14年度新居浜市・別子山村合併協議会第 1号補正予算書
　1．歳入 単位：千円
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し
て
住
民
の
利
便
を
図
っ
て
い
ま

す
。

　
　

合
併
後
、
別
子
山
村
地
区
に
診

療
所
を
開
設
す
る
た
め
、
現
在
、

医
師
の
確
保
に
つ
い
て
、
医
師
会

等
と
調
整
中
で
あ
り
、
引
き
続
き

調
整
に
努
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。

◎
提
案
の
と
お
り
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

協
議
第　

号
42

◎
電
気
供
給
事
業
の
取
扱
い
に
つ
い
て

　

別
子
山
村
森
林
組
合
が
行
っ
て
い

る
電
気
供
給
事
業
に
つ
い
て
は
、
住

民
生
活
基
盤
の
確
保
の
た
め
、
電
気

の
安
定
供
給
体
制
の
確
立
に
努
め
る

も
の
と
す
る
。

　

現
在
、
別
子
山
村
の
電
気
供
給
に

つ
い
て
は
、
別
子
山
村
森
林
組
合
が

事
業
主
体
と
な
り
、
発
電
を
行
っ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
組
合
員
の
高
齢

化
や
施
設
の
老
朽
化
等
が
あ
り
、
将

来
的
に
組
合
と
し
て
安
定
供
給
が
難

し
く
な
っ
て
く
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
事
業
の
移
管
等
に
つ

い
て
検
討
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

行
政
と
し
て
は
、
直
接
決
定
す
る

立
場
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
電
気
供

給
事
業
は
、
住
民
生
活
に
影
響
が
大

き
い
こ
と
か
ら
、
電
気
の
安
定
供
給

体
制
の
確
立
に
努
め
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

◎
提
案
の
と
お
り
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

協
議
第　

号
43

◎
消
防
業
務
の
取
扱
い
に
つ
い
て

一　

別
子
山
村
区
域
内
の
消
防
業
務
の

う
ち
災
害
対
応
に
つ
い
て
は
、
合
併

時
ま
で
に
宇
摩
地
区
広
域
市
町
村
圏

組
合
と
事
務
の
委
託
に
つ
い
て
協
議

を
行
う
も
の
と
す
る
。

二　

消
防
水
利
施
設
及
び
消
防
通
信
施

設
等
に
つ
い
て
は
、
当
面
、
現
行
ど

お
り
と
す
る
。
た
だ
し
、
防
火
水
槽
、

消
防
緊
急
通
信
指
令
施
設
、
無
線
中

継
局
等
通
信
施
設
及
び
消
防
団
詰
所

の
整
備
に
つ
い
て
は
、
新
市
建
設
計

画
に
基
づ
き
計
画
的
に
実
施
す
る
も

の
と
す
る
。

　

新
居
浜
市
で
は
、
消
防
業
務
は
新

居
浜
市
消
防
本
部
で
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
一
方
、
現
在
別
子
山
村
で
は
宇

摩
地
区
広
域
市
町
村
圏
組
合
消
防
本

部
で
行
わ
れ
て
お
り
、
伊
予
三
島
市

の
富
郷
地
区
に
あ
る
嶺
南
分
遣
署
が

管
轄
し
て
い
ま
す
。
嶺
南
分
遣
署
に

は
、
消
防
ポ
ン
プ
車
自
動
車
、
救
急

自
動
車
、
消
防
搬
送
車
が
1
台
ず
つ

配
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
別
子
山
村
区
域
内
で
の
救

急
や
救
助
な
ど
の
災
害
対
応
に
つ
い

て
、
宇
摩
地
区
広
域
市
町
村
圏
組
合

消
防
本
部
と
事
務
の
委
託
に
つ
い
て

協
議
中
で
、
合
併
時
ま
で
に
調
整
す

る
こ
と
と
し
ま
す
。

　
◎
提
案
の
と
お
り
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

協
議
第　

号
44

◎
新
市
建
設
計
画
に
つ
い
て

　

新
市
建
設
計
画
は
、
別
添「
新
市
建

設
計
画
」
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る

も
と
す
る
。

　

新
市
建
設
計
画
の
内
容
に
つ
い
て

は
、
次
ペ
ー
ジ
以
降
に
掲
載
し
て
い

ま
す
。

◎
提
案
の
と
お
り
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
市
建
設
計
画
（
案
）
は
、
今
回
新

居
浜
市
・
別
子
山
村
合
併
協
議
会
で
確

認
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
こ
の
案
を
も
っ

て
愛
媛
県
へ
の
事
前
協
議
を
行
い
ま
す
。
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新
市
建
設
計
画
は
、
新
居
浜
市
と
別

子
山
村
の
合
併
後
に
新
市
を
建
設
し
て

い
く
た
め
の
基
本
方
針
を
定
め
た
も
の

で
、
両
市
・
村
の
速
や
か
な
一
体
化
を
促

進
し
て
、
地
域
の
発
展
と
住
民
福
祉
の

向
上
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
す
。
こ

の
計
画
に
基
づ
い
て
、
国
・
県
の
合
併
地

域
支
援
策
も
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
計
画
案
に
つ
い
て
は
、
平
成　

年
14

8
月　

日
の
第
6
回
の
合
併
協
議
会
に

30

提
出
、
確
認
さ
れ
た
後
、
現
在
県
と
事

前
協
義
中
で
す
。
つ
き
ま
し
て
は
、
そ

の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

1　

合
併
の
必
要
性

　　
　

銅
山
で
と
も
に
栄
え
た
歴
史
を
活

（1）か
し
た
ま
ち
づ
く
り

　

新
居
浜
市
、
別
子
山
村
は
文
化
・
歴

史
的
背
景
を
共
有
し
て
お
り
、
別
子

銅
山
と
そ
れ
に
ま
つ
わ
る
文
化
遺
産
、

並
び
に
そ
れ
ら
を
包
み
込
む
山
岳
・

渓
谷
の
自
然
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く

り
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
ら
の
資

源
は
両
市
・
村
の
間
に
広
が
る
山
中

と
、
平
地
部
、
そ
し
て
臨
海
部
へ
と

連
な
っ
て
お
り
、
今
後
、
そ
れ
ら
の

歴
史
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
い
く
う
え
か
ら
も
、
両
市
・
村
の

合
併
が
有
効
で
す
。

　
　

生
活
圏
の
拡
大
に
伴
う
一
体
的
な

（2）行
政
の
実
現

　

よ
り
高
い
生
活
満
足
と
住
民
福
祉

の
一
層
の
向
上
を
図
る
た
め
に
は
、

生
活
圏
の
拡
大
に
応
じ
た
広
域
的
な

観
点
か
ら
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
展
開

や
、
重
点
的
な
投
資
に
よ
る
基
盤
整

備
の
推
進
な
ど
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
市
・
村
の
枠
組
み
を
越
え
て
相

互
に
連
携
を
深
め
、
経
済
活
動
は
も

と
よ
り
、
教
育
・
文
化
や
医
療
、
福

祉
等
広
範
な
分
野
に
わ
た
っ
て
相
互

に
深
く
関
わ
り
合
い
、
効
率
的
か
つ

効
果
的
な
行
政
運
営
を
推
進
し
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
　

地
方
分
権
の
受
け
皿
と
な
る
自
治

（3）体
の
行
財
政
基
盤
の
強
化

　

住
民
に
最
も
身
近
な
自
治
体
で
あ

る
市
町
村
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
行
政
需

要
に
対
応
し
つ
つ
、
個
性
的
で
魅
力

あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
展
開
し
て
い
く

に
は
、
よ
り
主
体
的
・
自
立
的
な
行
政

運
営
が
可
能
と
な
る
よ
う
地
方
分
権

を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
自
治
体
の

行
財
政
基
盤
の
確
立
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
合
併
は
そ
の
た
め
の
一
つ

の
有
効
な
手
段
で
す
。

　
　

四
国
の
中
核
都
市
の
形
成

（4）　

愛
媛
県
東
部
、
四
国
中
央
に
位
置

し
、
広
域
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拠

点
と
し
て
発
展
が
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。
タ
ー
ミ
ナ
ル
を
は
じ
め
と
し
た

都
市
基
盤
の
整
備
に
よ
り
、
四
国
の

中
核
都
市
の
形
成
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
は
、
恵
ま
れ
た
自
然

や
歴
史
・
風
土
を
活
か
し
た
個
性
に

満
ち
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
、
人
々

が
集
う
拠
点
性
の
高
い
都
市
の
形
成

を
目
指
し
ま
す
。

　

2　

建
設
の
目
標

　

地
域
資
源
の
活
用
と
住
民
の
主
体
的

活
動
を
ま
ち
づ
く
り
の
根
底
に
置
き
、

新
市
の
目
標
を
次
の
と
お
り
と
し
ま
す
。

　

共
に
創
る　

自
然
の
営
み
と

　
　
　

人
の
営
み
が
響
き
あ
う
ま
ち

　

こ
う
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
展
開
に
あ

た
っ
て
は
、
新
市
の
個
性
・
特
長
で
あ
る

自
然
と
銅
山
と
と
も
に
歩
ん
で
き
た
歴

史
・
文
化
及
び
両
市
・
村
民
の
連
帯
に

よ
り
、
地
域
づ
く
り
活
動
へ
の
主
体
的

参
画
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
か
し
て
い
き

ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
次
の
4
つ
を
将
来

像
に
掲
げ
、
魅
力
と
活
力
に
満
ち
た
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

①
歴
史
・
文
化
に
包
ま
れ
た
賑
わ
い
と

交
流
の
ま
ち
づ
く
り

②
安
心
し
て
、
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る

福
祉
と
健
康
の
ま
ち
づ
く
り

③
文
化
と
市
民
活
動
と
が
調
和
し
た
集

い
と
学
習
の
ま
ち
づ
く
り

④
緑
と
水
と
を
テ
ー
マ
に
し
た
循
環
と

共
生
の
ま
ち
づ
く
り

　

3　

ま
ち
づ
く
り
の
方
向

　
　

歴
史
・
文
化
に
包
ま
れ
た
賑
わ
い

（1）と
交
流
の
ま
ち
づ
く
り

◆
別
子
銅
山
に
由
来
す
る
産
業
遺
産
、

観
光
交
流
施
設
群
と
緑
に
お
お
わ
れ

た
豊
か
な
自
然
環
境
を
重
要
な
地
域

資
源
と
し
て
位
置
付
け
、
生
涯
学
習
・

新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新
市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市
建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建
設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設
計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計
画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画
にににににににににににににににににににに
つつつつつつつつつつつつつつつつつつつつ
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
てててててててててててててててててててて

新
市
建
設
計
画
に
つ
い
て
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交
流
空
間
と
し
て
活
か
し
て
い
き
ま

す
。

◆
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
N
P
O
な
ど
人
的

資
源
の
活
用
を
図
る
と
と
も
に
、
観

光
施
設
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
、
情
報

発
信
な
ど
を
積
極
的
に
実
施
し
、
個

性
的
な
交
流
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

◆
四
国
の
拠
点
都
市
と
し
て
の
期
待
に

応
え
る
た
め
、
タ
ー
ミ
ナ
ル
や
そ
の

周
辺
の
面
的
整
備
に
よ
り
、
都
市
機

能
を
集
約
し
た
交
流
拠
点
を
形
成
し
、

賑
わ
い
と
交
流
の
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
ま
す
。

　
　

安
心
し
て
、
い
き
い
き
と
暮
ら
せ

（2）る
福
祉
と
健
康
の
ま
ち
づ
く
り

◆
別
子
山
地
域
に
お
け
る
地
形
的
要
因

に
よ
る
不
安
感
を
解
消
し
、
生
活
利

便
性
の
早
急
な
向
上
を
図
る
た
め
、

消
防
、
救
急
、
医
療
、
水
道
・
電
力

の
供
給
、
交
通
体
系
、
情
報
通
信
網

な
ど
の
整
備
を
図
り
ま
す
。

◆
充
実
し
た
福
祉
・
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
や
住
民
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
維

持
、
各
種
施
設
の
整
備
に
よ
る
住
民

生
活
の
質
的
向
上
を
図
り
ま
す
。

◆
新
た
な
定
住
促
進
事
業
を
展
開
し
、

各
種
産
業
の
担
い
手
と
な
り
得
る
地

域
に
必
要
な
人
材
の
受
入
れ
を
図
り
、

都
市
部
と
山
村
と
を
結
ぶ
交
流
を
通

じ
た
新
し
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
ア

ピ
ー
ル
し
、
活
力
を
呼
び
込
み
ま
す
。

　
　

文
化
と
市
民
活
動
と
が
調
和
し
た

（3）集
い
と
学
習
の
ま
ち
づ
く
り

◆
世
界
に
誇
れ
る
近
代
化
産
業
遺
産
の

発
掘
や
、
地
域
の
歴
史
・
文
化
を
次
世

代
に
継
承
す
る
た
め
の
調
査
・
実
態

把
握
・
記
録
・
価
値
の
再
評
価
、
後

継
者
の
育
成
に
努
め
、
郷
土
の
誇
り

で
あ
る
歴
史
・
文
化
の
高
揚
を
図
り

ま
す
。

◆
「
生
涯
学
習
都
市
宣
言
」
の
理
念
に

基
づ
き
、
公
民
館
等
の
生
涯
学
習
施

設
の
整
備
・
充
実
、
学
習
機
会
の
提
供

を
図
り
、
多
様
化
・
高
度
化
す
る
市
民

の
学
習
意
欲
に
応
え
、
自
主
的
・
自
発

的
な
集
い
と
学
習
を
促
し
ま
す
。

　
　

緑
と
水
と
を
テ
ー
マ
に
し
た
循
環

（4）と
共
生
の
ま
ち
づ
く
り

◆
森
林
資
源
の
循
環
・
地
球
環
境
保
全

と
い
う
新
た
な
観
点
か
ら
、
モ
デ
ル

森
林
を
活
か
し
た
研
究
・
学
習
の
場

を
つ
く
り
、
貴
重
な
森
林
資
源
、
緑

と
水
の
大
切
さ
を
地
域
内
外
や
後
世

代
に
伝
え
て
い
き
ま
す
。

　

4　

地
域
の
整
備
方
針

　
　

役　

割

（1）
　　

別
子
山
地
域

　
　

別
子
山
地
域
は
、
都
市
住
民
の
自

然
と
の
ふ
れ
あ
い
や
自
己
の
再
発
見

を
求
め
る
志
向
が
強
ま
る
中
で
、
地

域
内
外
の
住
民
を
対
象
と
し
た
、
森

林
と
調
和
の
と
れ
た
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
・
生
涯
学
習
・
自
然
学
習
の

場
と
し
て
の
役
割
が
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
銅
山
川
流
域
の
近
隣

自
治
体
と
連
携
し
た
山
岳
・
高
原
観

光
ル
ー
ト
と
し
て
の
役
割
も
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
　

新
居
浜
地
域

　
　

新
居
浜
地
域
の
う
ち
、
主
要
地
方

道
新
居
浜
別
子
山
線
を
介
し
別
子
山

地
域
と
連
な
る
南
北
の
ラ
イ
ン
は
、

新
居
浜
市
の
都
市
中
心
軸
で
あ
る
と

と
も
に
、
健
康
・
環
境
創
造
軸
と
も
重

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
山
間

部
と
エ
ッ
ク
ス
ハ
イ
ウ
ェ
イ
・
鉄
道

駅
・
港
湾
等
と
の
ア
ク
セ
ス
と
と
も

に
、
都
市
サ
ー
ビ
ス
へ
の
接
点
と
も

な
る
こ
と
か
ら
、
商
業
・
業
務
及
び
居

住
環
境
の
向
上
が
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
　

整
備
方
針

（2）
　　

別
子
山
地
域

　
生
活
環
境

　

生
活
道
路
の
改
良
整
備
と
施
設
の

計
画
的
更
新
整
備
を
進
め
る
と
と
も

に
、
交
通
サ
ー
ビ
ス
の
確
保
、
小
中

学
校
等
各
種
公
共
施
設
の
維
持
存
続

を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
各
種
行
政

サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
新

居
浜
市
域
と
同
様
の
サ
ー
ビ
ス
水
準

が
確
保
さ
れ
る
よ
う
、
配
慮
に
努
め

ま
す
。

定
住
促
進

　

新
た
な
定
住
促
進
事
業
を
展
開
す

る
こ
と
に
よ
り
Ｕ
Ｊ
Ｉ
タ
ー
ン
者
の

受
入
れ
を
図
り
、
各
種
産
業
の
担
い

手
を
確
保
し
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
機
能
の
維
持
に
努
め
ま
す
。

交
流
促
進

　

主
要
地
方
道
「
新
居
浜
別
子
山
線
」

の
改
良
を
進
め
る
と
と
も
に
、
交
流

施
設
・
森
林
公
園
等
の
整
備
に
よ
る
、

自
然
の
体
験
・
学
習
の
場
と
し
て
の

活
用
と
と
も
に
、
地
元
物
産
等
の
振

興
、
地
域
外
へ
の
積
極
的
な
情
報
発
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信
、
近
隣
自
治
体
と
の
連
携
に
よ
る

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ル
ー
ト
化
を
図

り
ま
す
。

産
業
振
興

　

後
継
者
・
担
い
手
の
確
保
、
林
道
網

の
整
備
と
維
持
管
理
な
ど
に
よ
り
、

森
林
資
源
の
活
用
、
付
加
価
値
の
増

大
を
図
る
と
と
も
に
、
合
併
を
契
機

と
し
て
、
森
林
資
源
を
活
か
し
た
新

し
い
地
域
づ
く
り
を
展
開
し
て
い
き

ま
す
。
観
光
事
業
に
つ
い
て
は
、
山

岳
、
渓
谷
、
鉱
山
遺
跡
な
ど
を
活
か

し
、
特
色
の
あ
る
観
光
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
整
備
を
行
う
と
と
も
に
、
新

居
浜
地
域
や
銅
山
川
流
域
と
の
ル
ー

ト
化
を
図
り
ま
す
。

土
地
利
用

　

全
体
を
山
岳
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

ゾ
ー
ン
と
し
て
位
置
付
け
、
木
質
資

源
の
有
効
活
用
と
自
然
と
の
共
生
に

努
め
つ
つ
、
多
面
的
な
機
能
が
引
き

出
せ
る
よ
う
利
用
を
図
り
ま
す
。

　　

新
居
浜
地
域

　
都
市
整
備

　

市
街
地
と
山
間
部
の
交
流
に
よ
る

地
域
の
速
や
か
な
一
体
化
を
図
る
た

め
、
別
子
山
地
域
と
新
居
浜
市
中
心

部
及
び
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
等
を
結

ぶ
主
要
幹
線
道
路
を
整
備
し
ま
す
。

ま
た
、
新
居
浜
駅
周
辺
の
区
画
整
理

事
業
や
鉄
道
高
架
事
業
な
ど
に
よ
り
、

別
子
山
地
域
か
ら
の
Ｊ
Ｒ
を
は
じ
め
、

都
市
機
能
サ
ー
ビ
ス
へ
の
ア
ク
セ
ス

向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
都
市
機
能

を
集
約
し
た
交
流
拠
点
を
形
成
す
る

こ
と
に
よ
り
、
四
国
中

核
都
市
と
し
て
の
機
能

向
上
を
図
り
ま
す
。
さ

ら
に
、
市
内
や
別
子
山

地
域
に
点
在
し
て
い
る

歴
史
・
文
化
資
源
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
図

り
、
新
市
域
全
体
の
回

遊
ル
ー
ト
を
形
成
し
ま

す
。

土
地
利
用

　

別
子
山
地
域
と
の
交

通
ア
ク
セ
ス
の
向
上
に

よ
り
生
活
利
便
の
確
保
、

交
流
・
連
携
の
拡
大
、
交

通
タ
ー
ミ
ナ
ル
・
道
路

交
通
網
等
の
整
備
を
図

り
ま
す
。
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5　

新
市
の
施
策

1　

自
然
環
境
の
保
全
と
活
用

　
　

森
林
環
境
の
保
全
と
活
用

（1）
◆
地
球
温
暖
化
防
止
森
林
管
理
シ
ス

テ
ム
モ
デ
ル
づ
く
り
事
業

　
2　

都
市
基
盤
の
整
備

　
　

交
通
体
系
の
整
備

（1）
◆
幹
線
道
路
の
整
備

◆
生
活
道
路
の
整
備

◆
交
通
機
関
の
整
備

　
　

市
街
地
の
整
備

（2）
◆
新
居
浜
駅
前
土
地
区
画
整
理
事
業

　
　

情
報
・
通
信
の
整
備

（3）
◆
行
政
機
関
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化

◆
移
動
通
信
電
話
の
エ
リ
ア
拡
大

　
　

支
所
庁
舎
等
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
・

（4）
　

整
備

◆
別
子
山
支
所
整
備
事
業

　
3　

生
活
環
境
の
整
備

　
　

消
防
、
防
災
及
び
救
急
体
制
の
整

（1）
　

備◆
無
線
中
継
局
等
通
信
施
設

◆
緊
急
通
信
指
令
施
設

◆
耐
震
性
防
火
水
槽
の
整
備

　
　

電
気
の
安
定
供
給
シ
ス
テ
ム
の
確

（2）
　

立

　
　

飲
料
水
の
安
定
供
給

（3）
　
　

し
尿
処
理
体
制
の
充
実

（4）
◆
合
併
処
理
浄
化
槽
の
整
備

　
4　

保
健
・
医
療
と
福
祉
の
充
実

　
　

医
療
体
制
の
整
備
・
充
実

（1）
◆
別
子
山
診
療
所
開
設
事
業

　
　

高
齢
者
福
祉
の
充
実

（2）
◆
独
居
高
齢
者
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム

整
備

◆
生
き
生
き
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業

　
　

児
童
福
祉
の
充
実

（3）
　

5　

教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の

　

充
実

　
　

学
校
教
育
の
充
実

（1）
◆
小
中
学
校
校
舎
改
修
事
業

　
　

生
涯
学
習
の
充
実

（2）
◆
公
民
館
補
修

　
　

地
域
文
化
の
振
興

（3）
◆
指
定
文
化
財
ガ
イ
ド
等
作
成
事
業

　
　

生
涯
・
競
技
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

（4）
　

6　

産
業
の
振
興

　
　

観
光
事
業
の
推
進

（1）
◆
観
光
施
設
の
整
備

◆
新
市
誕
生
記
念
観
光
イ
ベ
ン
ト
の

開
催

　
　

近
代
化
産
業
遺
産
の
活
用

（2）
◆
関
連
施
設
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化

◆
拠
点
施
設
の
保
存
・
整
備

　
　

林
業
の
振
興

（3）
◆
林
道
網
等
整
備
事
業

　
　

地
籍
調
査
事
業
の
推
進

（4）
◆
地
籍
調
査
事
業

　
　

農
地
保
全
事
業
の
推
進

（5）
　

7　

定
住
促
進
事
業

　
　

定
住
促
進
住
宅
の
整
備

（1）
◆
別
子
山
活
性
化
推
進
住
宅
新
築
事

業

　

6　

施
設
の
配
置
方
針

　

公
共
施
設
に
つ
い
て
は
、
別
子
山
地

域
の
住
民
生
活
に
急
激
な
変
化
を
及
ぼ

さ
な
い
よ
う
十
分
配
慮
し
、
地
域
バ
ラ

ン
ス
、
財
政
事
情
等
も
考
慮
し
な
が
ら

検
討
・
整
備
し
て
い
き
ま
す
。

　

別
子
山
地
域
の
小
中
学
校
、
保
育
所

に
つ
い
て
は
存
続
を
図
り
、
旧
別
子
山

村
役
場
庁
舎
等
の
住
民
窓
口
に
つ
い
て

は
、
サ
ー
ビ
ス
が
低
下
し
な
い
よ
う
、

通
信
シ
ス
テ
ム
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
等
、

必
要
な
機
能
の
整
備
を
図
り
ま
す
。

　

7　

財
政
計
画

　

こ
の
計
画
は
、　

年
間
に
わ
た
る
財

10

政
計
画
の
も
と
、
合
併
特
例
債
な
ど
、

国
・
県
の
支
援
制
度
を
活
用
し
、
財
政
の

健
全
性
に
留
意
し
な
が
ら
計
画
的
に
推

進
し
て
い
き
ま
す
。
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今後のスケジュールは？�今後のスケジュールは？�

総務大臣へ届出・告示�

県議会の議決・知事の決定�

県知事へ申請�

新居浜市議会の議決�
別子山村議会の議決�

合併協定書の調印�

新
市
の
誕
生�

新
市
の
誕
生�

会議結果については事務局で公開するとともに、今後はホームページでも公開してまいります。
また、会議は原則公開としておりまして、傍聴もすることができますので、よろしければおこしください。

　
　
　
　
　
新
居
浜
市
・
別
子
山
村
合
併
協
議
会
事
務
局

〒
792

－
8585　

愛
媛
県
新
居
浜
市
一
宮
町
1
丁
目
5
番
1
号
（
新
居
浜
市
役
所
内
）　
T
E
L（
0897）

65
－
1231

E
-m
ail:info

@
niiham

a-b
esshi.jp

　
　
U
R
L:http

://w
w
w
.niiham

a-b
esshi.jp

/

　

新
市
建
設
計
画
は
、
新
市
の
ビ
ジ
ョ

ン
を
示
す
と
と
も
に
、
合
併
後
の
ま
ち

づ
く
り
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
と
し
て
位

置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
新
し
い
ま
ち

づ
く
り
の
基
本
方
針
や
そ
の
基
本
方
針

を
実
現
す
る
た
め
の
主
要
事
業
や
公
共

施
設
の
整
備
･
統
合
、
合
併
後
の
一
定

期
間
の
財
政
計
画
等
に
つ
い
て
定
め
、

合
併
後
の
新
し
い
ま
ち
が
進
ん
で
い
く

方
向
を
決
め
る
た
め
の
も
の
で
す
。

　

新
市
建
設
計
画
に
基
づ
い
て
実
施
さ

れ
る
事
業
に
は
合
併
特
例
債
を　

年
間

10

活
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
か
ら
、

合
併
後
の
新
都
市
活
性
化
の
た
め
に
新

た
な
主
要
事
業
の
計
画
も
重
要
と
な
り

ま
す
。
ま
た
、
新
市
建
設
計
画
を
基
礎

と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
財
政
措
置
が
講
じ

ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
策
定
に
当
た
っ
て
は
、
合
併
特

例
法
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
こ
と
に
十

分
配
慮
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

◆
新
市
の
建
設
を
総
合
的
か
つ
効
果

的
に
推
進
す
る
こ
と
。

　

◆
新
市
の
一
体
性
の
速
や
か
な
確
立

及
び
住
民
の
福
祉
の
向
上
等
を
図

る
こ
と
。

　

◆
新
市
の
均
衡
あ
る
発
展
に
資
す
る

よ
う
適
切
に
配
慮
す
る
こ
と
。

新
市
建
設
計
画
と
は
？

お詫び
Vol.4　7P　有害ごみの中で、（水銀は紀州
しています。）は、（水銀は回収しています。）
の誤りでした。訂正してお詫び致します。


